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　皆さんは 「津波防災の日」 をご存じでしょうか？

　東日本大震災が発生した２０１１年、 津波対策について国民の理解と関心をより一層深めるために 「津波対策の推進に関する法律」

の中で１１月５日を 「津波防災の日」 として定めており、 全国各地で津波防災訓練や意識啓発の取り組みが実施されています。

　「津波防災の日」 として選ばれたのは、嘉永７年の１１月５日、安政南海地震による大津波が和歌山県広村 （現・広川町） を襲った際、

稲むらに火をつけて、 村人たちを高台に避難させ命を救った濱口梧陵の 「稲むらの火」 の逸話に因ります。

　「津波 ・大規模風水害対策車」 は、 都島消防署東野田出張所に RW28 として配置されている５人乗りの特殊車両です。 東野田ＳＴ

小隊で運用しており、 水陸両用バギー、 高機能救命ボートを積載しています。

　緊急消防援助隊大阪市消防局応援等実施計画では、 即応隊として編成されており、 令和元年６月には 「土砂・風水害機動支援部隊」

にも編成されています。

　都島消防署では、 緊急消防援助隊の出場の求めまたは指示があれば速やかに出動できる体制をとっています。 また、 各資器材の

操作習熟訓練を定期に行い、 大規模災害に備え日々精進しています。



　Argo社製８輪駆動水陸両用バギーは、 不整地、 雪、 水上走行が可能で

あり、 キャタピラを装着することで沼地なども走行できます。

　許容荷重は、 陸上では６名または４５４㎏、 水上では４名または３８６㎏で

あり、 隊員はライフジャケット、 ドライスーツ、 胴付安全長靴等を着装し活

動を行います。 前方にはウインチを装備しており、 要救助者を搬送するた

めの担架を取り付けることが可能です。

　平成３０年７月の西日本豪雨災害では、 偵察 ・物資搬送等で水陸両用バ

ギーの機動力をいかんなく発揮しました。



























【
訓
練
想
定
】

　

１
棟
３
住
宅
の
北
端
（
き
た
は
し
）

住
宅
１
階
よ
り
出
火
し
、
２
階
北
側

か
ら
火
炎
及
び
黒
煙
が
噴
出
し
て
い

る
状
況
。
な
お
、
同
一
棟
南
側
へ
は

小
屋
裏
伝
い
に
延
焼
中
で
あ
り
、
隣

接
北
側
建
物
へ
延
焼
危
険
が
あ
る
。

最
先
着
消
火
隊
（
以
下
、「
直
近
隊
」

と
い
う
）、
２
着
消
火
隊
（
以
下
、「
中

継
隊
」
と
い
う
）
の
２
隊
で
主
火
力

の
制
圧
と
延
焼
阻
止
に
あ
た
る
想
定

と
し
て
い
る
。

　

当
局
で
は
、
消
防
職
員
警
防
訓
練

基
本
計
画
に
定
め
る
基
本
技
術
訓
練

の
集
大
成
と
し
て
、「
警
防
技
術
練
成

会
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　

当
該
訓
練
つ
い
て
は
、
高
度
専
門

教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
移
動
式
模
擬

家
屋
訓
練
施
設
を
活
用
し
、
市
内
に

数
多
く
存
在
す
る
木
造
棟
割
住
宅
の

火
災
を
想
定
し
た
環
境
を
作
り
、
当

局
の
消
火
戦
術
の
基
本
で
あ
る
直
近

部
署
・
中
継
相
掛
り
の
活
動
を
中
隊

長
の
指
揮
の
も
と
「
安
全
・
確
実
・

迅
速
」
に
基
本
技
術
を
展
開
す
る
訓

練
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
紹
介
す
る
事
案
は
、
警
防
技

術
練
成
会
の
訓
練
想
定
が
そ
の
ま
ま

実
災
害
と
な
っ
た
か
の
よ
う
な
火
災

で
あ
っ
た
。
基
本
戦
術
で
あ
る
「
直

近
部
署
・
中
継
相
掛
り
」、「
延
焼
阻

止
を
主
眼
と
し
た
筒
先
配
備
」
及
び

「
小
屋
裏
の
破
壊
活
動
を
伴
う
消
火
活

動
」
ま
で
が
早
期
に
実
施
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
火
災
に
よ
る
被
害
を
最

小
限
に
留
め
た
奏
功
事
案
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
紹
介
に
至
っ
た
。



　

深
夜
に
火
災
指
令
を
告
げ
る
ト
ー

ン
に
続
き
、
音
声
指
令
の
住
所
は
古

い
木
造
家
屋
が
立
ち
並
ぶ
水
利
不
足

地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
出
場
各

隊
は
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
で
現
場
へ

向
か
っ
た
。
各
隊
、
指
令
さ
れ
た
災

害
点
付
近
に
到
着
す
る
も
火
災
の
様

相
は
な
く
ホ
ッ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し

た
途
端
、
車
載
無
線
か
ら
「
災
害
点

の
修
正
、
本
件
、
続
報
多
数
あ
り
」

と
の
緊
迫
し
た
無
線
が
流
れ
て
き
た
。

最
先
着
し
て
い
た
救
助
隊
長
は
修
正

後
の
災
害
点
方
向
を
見
上
げ
る
と
深

夜
の
夜
空
に
火
の
粉
が
混
ざ
っ
た
黒

煙
が
立
ち
上
っ
て
い
た
。

　

消
防
隊
到
着
時
の
燃
焼
状
況
は
、

火
元
建
物
の
南
端
住
宅
１
階
の
南
側

及
び
東
側
開
口
部
か
ら
激
し
く
火
炎

が
噴
出
し
、
小
屋
裏
伝
い
に
同
一
建

物
北
側
へ
の
延
焼
が
懸
念
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
南
側
に
隣
接
す
る
３
階

建
住
宅
に
も
火
元
開
口
部
か
ら
噴
出

し
た
炎
が
接
し
て
お
り
、
２
方
向
へ

の
延
焼
は
一
刻
を
争
う
様
相
を
呈
し

て
い
た
。
な
お
、
東
側
は
幹
線
道
路

で
あ
り
、
火
元
建
物
の
西
側
は
空
地

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
延
焼
の
お

そ
れ
は
な
か
っ
た
。

　

災
害
点
の
東
側
に
到
着
し
た
直
近

隊
は
「
警
防
技
術
練
成
会
」
直
近
部

署
隊
の
活
動
内
容
と
同
じ
く
延
焼
危

険
方
向
を
確
認
し
た
の
ち
、
主
火
力

の
制
圧
を
図
る
べ
く
燃
焼
拡
大
中
の

南
端
住
宅
１
階
へ
進
入
し
消
火
活
動

に
あ
た
っ
た
。









　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、

救急安心センターおおさかの着信件数も急

激に増えました。

　第７波では、７月中旬から８月下旬にか

けて日々の着信件数が増加傾向にありまし

た。８月１３日（土）には１７９１件の着信

件数を記録し、平時の土曜日と比べると約

2.5 倍に増加しました。

　相談者の中には保健所へ連絡しても繋が

らないため、「救急安心センターおおさか」

へ電話をかけてこられる方もいました。コ

ロナに関する相談は保健所の管轄のため、

安心センターでは救急車の必要性を判断す

る緊急度判定を行っていました。救急車が

必要ではない場合、再度保健所へ連絡する

よう看護師が丁寧に説明し、相談者の不安

を少しでも取り除けるよう相談者に寄り

添った対応をとってまいりました。



　大正区の人口は、大阪市２４区の中で最も少ない約６万人です。
　東と南には木津川、西には岩崎運河、尻無川が流れ、西端は
大阪湾に接し内部には人工港湾の大正内港があります。区全体
が運河に囲まれた島状の地形となっており、南海トラフ巨大地震
が発生し津波が襲来した際には、ほぼ全域が浸水区域と想定さ
れています。
　また、大正区の人的被害想定として人口の１０％の約６千人の
死者が発生すると大阪市のＨＰに記載されています。(早期避難率
が低い想定 )



　

今
後
30
年
間
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
ク
ラ

ス
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
起
こ
る
可
能

性
は
70
％
〜
80
％
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
地
震
が
起
こ
っ
た
時
、
活
動
隊

は
災
害
対
応
に
追
わ
れ
、
発
災
後
約
１
２
０
分

以
内
に
は
津
波
が
襲
来
し
、
消
防
車
両
を
退
避

さ
せ
て
か
ら
の
活
動
は
一
層
困
難
性
を
増
す
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

大
隊
本
部
に
あ
っ
て
も
、
情
報
の
整
理
、
活

動
隊
の
把
握
、
加
入
駆
付
事
案
な
ど
同
時
多
発

す
る
事
案
処
理
を
最
も
劣
勢
な
場
面
を
考
え
る

と
、
指
揮
班
と
梯
子
小
隊
の
４
名
で
対
応
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
か
に
初
動
措
置
で
体

制
を
整
え
ら
れ
る
か
、
劣
勢
な
状
況
下
で
情
報

を
取
り
こ
ぼ
す
こ
と
な
く
対
応
し
続
け
ら
れ
る

か
が
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
活
動
隊
と
大
隊
本
部
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
へ
の
対
策
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
の

が
、
毎
月
継
続
し
て
実
施
す
る
震
災
訓
練
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
体
と
頭
を
動
か
し
、
毎
月

実
施
す
る
こ
と
で
『
こ
ん
な
時
は
ど
う
し
ょ

う
？
、〇
〇
を
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
？
』
な
ど
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
読
み
込
む
だ
け
で

は
見
え
て
こ
な
い
部
分
を
全
署
員
で
共
有
し
、

か
つ
震
災
時
の
災
害
対
応
力
の
向
上
に
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
課
題
は
多
い
で
す
が
、
少
し
ず
つ

課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
、
訓
練
の
手
法
を

創
意
工
夫
し
な
が
ら
、
大
正
消
防
署
で
は
、
引

き
続
き
毎
月
、震
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
25
年
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
11
年
、
近
年
は
地
震
だ
け
で
な
く
、
台

風
や
豪
雨
な
ど
様
々
な
自
然
災
害
が
国
内
で
発

生
し
、
そ
の
度
に
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
ま

す
。
日
本
は
『
災
害
大
国
』
と
も
言
わ
れ
、
こ

の
時
代
に
生
き
る
以
上
、
自
然
の
猛
威
に
向
き

合
っ
て
い
く
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

我
々
消
防
職
員
に
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助

に
お
け
る
災
害
対
応
力
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
災
害
の
リ
ス
ク
を
知
り
、
対
策
を
練
り
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
今
、

我
々
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
そ
し
て
実
行
し
、

来
る
べ
き
大
規
模
災
害
に
備
え
万
全
を
期
す
る

こ
と
が
責
務
だ
と
考
え
ま
す
。





　華麗に復活を遂げ、早くも話題独占、人気沸騰、業界騒然？？の「消防士の品格 リターンズ」。第２回のテー
マは“お茶出しマナー”です。「お茶出し？誰かがやってくれるでしょ。フンッ」などと、無関心な人もいるか
もしれません。しかし！そうしてお茶出しから逃げていると、いつか恥をかく時が来るかもしれませんよ！せっか
くですので、今、ここで、お茶出しマナーを身に付けてしまいましょう。







本市消防本部は、心肺停止傷病者の救
命率向上を目指し、平成１４年１０月に大
阪府三島救命救急センターと協働し、消
防主体のドクターカー（以下「特別救急
隊」という。）の運用を開始しました。
運用開始から約２０年目を迎える今年
７月1日には、救命救急センター機能がこ
れまでの大阪府三島救命救急センターか
ら大阪医科薬科大学病院救命救急セン
ターに移譲されたことに伴い、特別救急隊
も同大学病院に移転し、特別救急隊の第
２章が始まりました。
現在、特別救急隊は、今までの経験を
踏まえ新たな出動基準を取り入れ運用し
ています。
心肺停止傷病者の救命率向上に加え、
心肺機能停止前傷病者が後遺症なく社
会復帰に繋がる救急医療を目指した病院
前救護体制への更なる強化に注力し、ま
た、充実したメディカルコントロール下で
救急救命士による救命処置の高度化を図
るとともに、生涯教育の場として、更なる
発展に向けて飛躍し続けていきます。

摂津市では広報誌「広報せっつ」を毎月
発行しております。広報せっつへ掲載予定
の記事の一つに、摂津市と大阪成蹊大学
（大阪市東淀川区）の学生が連携し、消防
を特集する企画があります。先日、摂津市消
防本部に大阪成蹊大学の学生が来庁し、
職員へのインタビューが行われました。インタ
ビューの内容は「消防職員の募集」「火災
予防」「救急車の適正利用」を主軸に様々
な質問がなされ、学生と消防職員の間で積
極的な意見交換が行われました。
また、消防職員がどのような想いを胸に仕
事に取り組んでいるのかを色紙に書き表し
撮影を行う企画では、様々な世代の様々な
階級の２０名の職員が参加しました。
色紙に書かれた職員の熱い想いは現役

の消防職員である私が見ても感銘を受ける
程でしたので、これを見た市民の方々が少し
でも消防に関心をお持ちになり、火災予防
や摂津市消防職員採用試験への応募者
増加等、より良い未来へ繋がればとても嬉
しく思います。



枚方寝屋川消防組合では、令和４年６
月２４日から予防技術資格者認定制度の
運用を開始しました。同制度は、予防業務
を担う職員のうち、予防技術資格者と他
の職員との差別化を図るとともに、有資
格者自身が予防業務への意欲を更に高
め、他の職員への助言等を行う立場であ
ることをより明確とするために導入した制
度で、有資格者のモチベーションの向上
に加えて、多くの若手職員が予防課を志す
ことにより、次世代につながる人材を育成
することにつなげることが狙いです。
認定章は、予防技術資格の取得数に応じ

て「ADVANCE」「EXPERT」「MASTER」と
予防技術資格者を総括する「MANAGER」
を加えた合計４種類としています。
このうち、本消防組合独自の取組みであ

る「総括予防技術資格者（MANAGER）」に
ついては、予防技術資格者全体を総括する
とともに、他の職員に積極的に助言等を行
い、予防業務に携わる職員へ研修等を実施
することで、予防全般のレベルアップを図る
ことを目的としています。



　

前
回
紹
介
し
た
、
和
歌
山
県
高
野
山
の
奥
の
院
に
あ
る
、
大
阪
各
消
防
殉
職
者

精
霊
供
養
塔
を
管
理
す
る
櫻
池
院
の
住
職
に
連
絡
し
た
際
、
供
養
塔
が
大
阪
の
侠

客
だ
っ
た
小
林
佐
兵
衛
氏
(
写
真
１
)
の
墓
碑
の
背
後
に
あ
る
と
の
話
を
伺
い
ま

し
た
。
供
養
塔
と
の
関
り
が
深
い
小
林
佐
兵
衛
氏
に
つ
い
て
、
私
な
り
に
調
べ
て

か
ら
高
野
山
を
訪
問
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
小
林
佐
兵
衛
氏
は
幕
末
か
ら
大
正

時
代
に
か
け
て
の
大
阪
の
侠
客
と
し
て
、
有
名
な
人
物
で
し
た
。
消
防
と
の
関
り

に
つ
い
て
は
、
明
治
維
新
後
の
消
防
請
負
制
の
導
入
に
と
も
な
い
、
当
時
の
大
阪

府
知
事
か
ら
「
北
の
大
組
頭
取
」
を
任
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
火
災
被
災
者
を

自
主
的
に
自
宅
に
保
護
す
る
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
北
の
大
火

「
天
満
焼
け
」(
明
治
42
年
)
で
は
、
当
時
79
歳
の
小
林
佐
兵
衛
氏
が
消
火
活
動
を

指
揮
し
て
、
大
阪
天
満
宮
を
火
災
か
ら
守
っ
た
と
い
う
逸
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。

司
馬
遼
太
郎
氏
の
小
説
「
俄　

浪
華
遊
侠
伝
」(
写
真
２
)
で
は
主
人
公
と
し
て
小

林
佐
兵
衛
氏
の
生
涯
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
先
輩
救
急
救
命
士
の
殉
職
と
、
今
回
の
大
阪
各
消
防
殉
職
者
精
霊
供
養
塔
の
参

拝
依
頼
に
縁
を
感
じ
、
高
野
山
の
櫻
池
院
と
、
奥
の
院
の
供
養
塔
に
想
い
を
馳
せ

て
現
地
に
向
か
う
事
と
な
り
ま
し
た
。

(
つ
づ
く
)



組織の中で自分の考えや気持ちを誰に対しても安心して発信できる状態のことです。
　「心理的安全性の高い職場」 では、 質問やアイディアを提案すれば受け止めてもらえることから、 アイディアや考えを
率直に発言でき、 コミュニケーションが活性化され、 結果として、 自ら考え動ける人材が育ち、 組織の生産性 ・創造力
が変化するとされています。
消防においては、 心理的安全性が高まることで、 チームに活気を与え、 時代の変化に合わせて新しいことを模索し、 変
えるべきことを変えることで、 市民への消防サービスの向上につながることが考えられます。



　
梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
は
新

し
い
都
市
景
観
の
創
造
と

未
来
都
市
の
姿
、
空
中
都

市
を
具
現
化
す
る
た
め
に

最
新
建
築
技
術
を
集
結
し

た
連
結
超
高
層
ビ
ル
と
し

て
平
成
5
年
（
1
9
9
3

年
）
に
竣
工
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
自
衛
消
防
隊
が

組
織
さ
れ
、
そ
れ
以
来
、

梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
の
安
全
・

安
心
を
守
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。

　
平
素
よ
り
、
北
区
の
防

火
・
防
災
意
識
の
向
上
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、

「
北
自
衛
消
防
協
議
会
」

に
入
会
以
来
、
長
き
に
わ

た
り
自
衛
消
防
組
織
の
運

営
及
び
指
導
育
成
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ

ま
し
た
。
昨
年
度
に
消
防

記
念
日
表
彰
に
て
優
良
自

衛
消
防
隊
員
と
し
て
受
賞

さ
れ
、
た
い
へ
ん
心
強
い

自
衛
消
防
隊
で
す
。



　今月号は「救急安心センターおおさかの広報物」について皆さんにご紹介いたします。
　広報物を作製するにあたり、大阪府下の７消防本部が集まり協議を行っております。７消防本部のう
ち４消防本部は年度ごとに変わっており、今年度は大阪市消防局、堺市消防局、吹田市消防本部、摂津
市消防本部、河内長野市消防本部、岸和田市消防本部及び守口市門真市消防組合消防本部の担当者が集
まり広報物を検討しています。今年度は長期間使用してもらえる広報物を検討しており、「子どもから
大人まで使用することができる物」、「置いておいても邪魔にならない・いつまでも使用できる・いつま
でも必要とする物」を広報物として考えた結果、書けるクリアファイルとリーフレットを作製すること
に決まりました。書けるクリアファイルとは、表面を特殊加工し、鉛筆と消しゴムで何度も「書く」・「消
す」作業が可能なクリアファイルです。
　救急安心センターおおさかでは、少しでも若いうちから当センターについて知っていただき、将来は
小学生でも知っている１１９番や１１０番と同じくらい認知度が上がることを目指しております。その１つ
の手段が広報物を利用した広報活動です。今年度検討している広報物の完成は年度末の予定となってお
りますので、その際は広報物をご利用いただき、救急安心センターおおさかについての広報活動にご協
力をよろしくお願い致します。















　　　　　　　　　　令和４年11月号　第73巻第11号　通巻第872号

発　　　行　　大阪消防清風会 　　　　　  
企画・監修　　大阪市消防局 
年間購読料　　年間 5,280円
　　　　　　　（消費税・送本手数料含む） 
制作・販売　　株式会社サイネックス 

編　　　集　　大阪市消防局企画部企画課内大阪消防編集部 
　　　　　　　〒550-8566 大阪市西区九条南１-12-54 
　　　　　　　Ｔ Ｅ Ｌ　06-4393-6036 　
　　　　　　　Ｆ Ａ Ｘ　06-4393-5120 
　　　　　　　Ｅメール  pa0110@city.osaka.lg.jp 



当局が実施する各種イベントの
お知らせや開催の模様をお届け！

フォトコンテストや消防隊の訓練の
様子を写真や動画にてお届け！

当局が実施する各種イベントや
火災予防啓発などに関する動画をお届け！

主に緊急情報や火災予防、
予防救急に関するお知らせをお届け！

みなさま、たくさんの
フォロー＆いいね！
よろしくお願いします 大阪市消防局では現在、公式 SNS を４つ運用しており、

それぞれのツールで最新の情報をお届けしています。
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